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くまがや自治連だより

「
自
治
会
変
革
期
」

　
副
会
長
　
菊
地
　
修
一
郎

　
令
和
五
年
五
月
八
日
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
感
染
症
に
移
行

と
な
っ
た
こ
と
で
、私
た
ち
の
生
活
は

少
し
ず
つ
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
生

活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
の
機
会

に
、新
し
い
取
り
組
み
を
行
う
自
治
会

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。約
三
年
間
続
い

た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、感
染
対
策
を
講
じ

な
が
ら
自
治
会
活
動
を
続
け
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、皆
様

の
自
治
会
に
お
い
て
も
、役
員
の
高
齢

化
や
自
治
会
加
入
率
の
低
下
に
よ
る

担
い
手
不
足
、ご
み
問
題
、地
域
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。以
前
の
よ
う
に
自
治
会
活
動
を

行
う
こ
と
は
今
後
、厳
し
く
な
っ
て
い

く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、自
治
会
活
動
を

継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、市

民
の
皆
様
一
人
一
人
が
熊
谷
市
の
未
来

を
創
造
す
る
主
人
公
で
あ
る
と
の
自

覚
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、こ
れ
か
ら
は
地
域
の
伝
統
文

化
を
継
承
し
つ
つ
も
、新
し
い
こ
と
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が

私
た
ち
自
治
会
長
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
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会
長
あ
い
さ
つ

熊谷市自治会連合会
会 長 森田　廣次

　
熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
会
長
の
森
田
で
す
。令
和
五
年
度
自
治
会
連
合
会
総

会
が
六
月
に
書
面
で
開
催
さ
れ
、全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。自
治
会
長

の
皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
連
合
会
事
業
に
御
理
解
、御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、自
治
連
だ
よ
り「
ひ
ろ
ば
」を
お
読
み

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
、日
頃
か
ら
自
治
会
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
す
べ

て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、今
年
は
よ
う
や
く
熊
谷
う
ち
わ
祭
、熊
谷
花
火
大
会
が
通
常
開
催
と

な
り
、街
に
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
な
活
気
が
戻
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。熊
谷

に
と
っ
て
お
祭
り
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
存
在
で
す
。夏
が
近
づ
き
、お
祭
り
が
迫

る
高
揚
感
を
味
わ
え
る
こ
と
の
幸
せ
を
私
自
身
も
噛
み
締
め
た
と
こ
ろ
で
す
。地

域
の
お
祭
り
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史
あ
る
伝
統
行
事
を
、後
世
に
継
承
し
て
い
く

こ
と
も
自
治
会
の
一
つ
の
役
目
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自
治
会
活
動
の
継
続
は
簡
単
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
、会
い
た
く
て
も
会
え
な
い
よ
う
な
状
況
が

長
く
続
き
、も
ど
か
し
い
日
々
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類
感
染
症
に
移
行
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、今
夏
の
地
域
の

納
涼
祭
や
夏
祭
り
を
き
っ
か
け
に
、自
治
会
活
動
を
例
年
通
り
に
復
活
さ
せ
た

自
治
会
も
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。一
度
、中
断
し
た
も
の
を
再
開
す
る
に

は
今
ま
で
以
上
の
労
力
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、一
人
で
な
ん
と
か
で
き
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。何
の
行
事
を
す
る
に
も
事
前
準
備
、当
日
進
行
、後
片
付
け
、

反
省
会
。地
域
の
皆
様
の
御
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
自
治
会
活
動
だ
と
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守
り
育
て
る「
住
民
自
治
」の
意
識
を
、い

か
に
し
て
私
た
ち
自
治
会
長
世
代
か
ら
若
い
世
代
の
方
々
へ
伝
え
て
い
け
る
か
。

そ
れ
が
熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
と
し
て
今
後
、考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
命
題
で

あ
り
ま
す
。

　
若
年
層
の
自
治
会
員
か
ら
意
見
を
拝
聴
す
る
、自
治
会
相
互
の
意
見
交
換
を

積
極
的
に
行
う
等
、こ
れ
か
ら
の
活
動
に
は
新
し
い
視
点
や
価
値
観
を
取
り
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
治
会
長
紹
介

※赤字は地区連合会長
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１

新
堀
第
２

新
堀
第
３

新
堀
第
４

新
堀
第
５

別
府
一
丁
目
五
丁
目

西
別
府

東
別
府

下
増
田

新
井　

幸
一

篠
塚　

正
行

斉
藤　
　

洋

髙
橋　
　

旦

新
井　

洋
三

小
林　

裕
司

山
田　
　

迪

大
澤　

高
夫

泉　
二
三
男

森
田　

廣
次

山
田　

諭
男

友
光　

裕
一

小
林　
　

隆

杉
田　

勝
彦

小
池　

好
弘

鉢
須　

桂
一

自
治
会
名

会
長
名

玉 井新 堀別 府

中
央
東
肥
塚

肥
塚
雀
宮

県
営
肥
塚
団
地

田
口　
　

博

目
黒
み
ち
子

石
井
由
美
子

北

区

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

肥
塚
中
央

西
肥
塚

南
肥
塚

北
肥
塚

新
里

熊
谷
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

肥
塚
中
島

今
井

中
条
川
北

小
曽
根

大
塚

中
条
川
南

上
奈
良

中
奈
良

下
奈
良

集
福
睦
会

中
妻
団
地

県
営
熊
谷
下
奈
良
団
地

新
島

原
島

柿
沼

代大
幡
団
地

柿
沼
団
地

田
口　

謙
秀

三
澤　

節
男

菊
地　

貞
利

菊
地
修
一
郎

納
見　

守
夫

白
石　

芳
雄

塚
越　
　

勉

松
岡　

八
彦

伊
藤　
　

計

根
岸　

信
夫

江
森　
　

豊

池
田　

三
男

田
口　

哲
男

塚
本　

福
典

泉　

 

完
治

飯
塚　

正
人

野
地　

栄
子

本
橋
由
美
子

青
栁　
　

仁

塚
田　

良
一

清
水　
　

隆

清
水　

政
澄

持
田
か
つ
え

吉
田　

晴
男

自
治
会
名

会
長
名

肥 塚中 条奈 良大 幡

※赤字は地区連合会長

棚
沢　
一
雄

湯
本　

千
恵

松
本　

典
雄

関
口　
　

巌

若
林　
　

進

渡
辺　

勇
次

飯
田　
一
好

平
岡　

康
伸

宇
野　

悦
朗

多
田　

政
治

内
田　

功
一

関
口　

義
雄

髙
橋
賀
津
雄

石
原
三
丁
目
第
１

石
原
三
丁
目
第
２

石
原
三
丁
目
第
３

石
原
第
４

本
石
二
丁
目
第
１

本
石
二
丁
目
第
２

本
石
二
丁
目
第
３

本
石
二
丁
目
第
４

本
石
二
丁
目
第
５

聖
天

上
植
木

坪
井
第
１

坪
井
第
２

自
治
会
名

会
長
名

上 石 本石二丁目 石 原

原　
　

邦
夫

佐
野　

隆
清

野
口　

幸
雄

広
沢　
　

勇

野
部　

徳
秋

小
林　

安
則

堀　

喜
久
男

片
岡　

澄
夫

吉
野　
　

晃

横
堀
久
美
子

砂
堀 

宮
前
東
部

宮
前
西
部

河
原
町

榎
町

村
岡

万
吉

平
塚
新
田

楊
井

熊
谷
ハ
イ
タ
ウ
ン

ダ
イ
ア
パ
レ
ス

　
リ
バー
コ
ー
ト
熊
谷

自
治
会
名

会
長
名

吉 岡 荒 川

成田西部



成
沢

水
野　

照
夫

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

妻
沼
地
区

（4）

大
里
地
区

自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
!

ご
み
集
積
所
が
き
れ
い
に
管
理

さ
れ
る
こ
と
、暗
い
道
に
防
犯

灯
が
と
も
る
こ
と
、災
害
時
の

た
め
の
備
え
な
ど
、普
段
の
地

域
生
活
を
暮
ら
し
や
す
く
す
る

た
め
、自
治
会
は
活
動
し
て
い

ま
す
。

こ
の
広
報
紙
を
ご
覧
の
自
治
会

未
加
入
の
方
も
、地
域
の
大
切

な
一
員
で
す
。

ぜ
ひ
一
度
、自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

江
南
地
区

令
和
5
年
8
月
31
日
現
在

全
自
治
会
数 　
３
６
２
自
治
会

太 田長 井秦

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

上
江
袋
南

江
北

北
武
蔵

原
井

市
ノ
坪

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

荒
宿

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬

宮
澤　

 

正

金
谷　

初
雄

掛
川　

隆
充

江
原　

 

宏

金
子　

典
之

前
原　

公
雄

澁
江　

 

隆

黒
沢　

喜
好

新
井　

俊
幸

小
此
木
政
男

川
田　

雄
一

金
井　

英
雄

小
池　

 

勝

小
川　

 

隆

柴
崎　

和
郎

鴨
居　

 

隆

内
田　
一
夫

岩
﨑　

秀
人

長
谷
川
好
一

森
田　

俊
夫

飯
島　

良
治

筑
井　

 

修

石
川　

勝
弘

𠮷
野　

祐
介

藤
野　

 

一

渡
辺　

 

正

国
本　

憲
市

吉
田　

 
誠

多
田　

雅
史

武
藤　

 

正

細
谷　

 

忠

松
本　

 

高

塚
田　

正
道

大
島　

義
雄

江
森　

 

毅

大
島　

安
行

丸
山　

武
久

金
井　

源
次

石
関　

俊
和

永
井　

忠
博

江
森　

 

均

島
田
孝
一
郎

𠮷
野　

福
司

髙
野　

康
代

亀
井　

道
徳

金
子　

敏
雄

原
島　
一
雄

柿
沼　

広
美

自
治
会
名

会
長
名

𠮷
田　

政
夫

濵
田　

博
志

若
林　

健
治

矢
嶋　

隆
男

金
井　

 

茂

藤
村　

佳
三

木
村　

豊
治

管
沼　

 

晃

山
岸　

次
郎

塚
本　

正
家

鳥
居　

秀
行

森
田　

 

弘

渡
邊　

重
二

岩
間　

友
一

小
林
倉
五
郎

須
藤　
一
幸

安
澤　

栄
一

鴫　

 

富
之

福
島　

尚
之

堀
　

清

村
山　

 

努

野
村
久
美
雄

叶
城
健
太
郎

関
口　

剛
徳

自
治
会
名

会
長
名

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目

※赤字は地区連合会長

妻 沼

若
宮
・川
端

東
岡

中
岡

妻
沼
本
町
・
森
下

一
本
木

登
り
戸

池
ノ
上

錦
町

聖
天
町

横
町

寺
内
・
寺
内
新
田

上
町

妻
沼
仲
町

下
町

卯
月
花

福
寿
寺

弥
下

弥
藤
吾
中
口

杉
之
道
王
子

浅
見

北
口

年
代

弥
藤
吾
新
田

妻
沼
南
団
地

妻
沼
神
明
町

妻
沼
中
央

妻
沼
東
一
丁
目

妻
沼
東
二
丁
目

妻
沼
東
三
丁
目

妻
沼
東
四
丁
目

妻
沼
東
五
丁
目

男
沼

妻
沼
台

出
来
島

間
々
田

上
小
島

下
小
島

栗
原　

利
男

飯
田　

初
雄

中
島　

秀
夫

田
久　

信
光

矢
嶋　

廣
明

逸
見　

忠
男

筑
井　
一
郎

小
島　
　

進

岡
村　

晴
夫

萩
原　

治
夫

岡
田　

幸
司

大
岡　

由
男

栗
原　
一
義

榎
本　

義
雄

丸
岡　

孝
夫

堀
越　

正
夫

白
石　
　

隆

豊
嶋　

勝
美

益
子　

敏
博

清
水　

知
昭

堀
越　
一
男

青
木　

丈
男

大
島　
一
男

石
松　

明
長

大
塩　
　

昭

大
嶋　

償
八

髙
野　

弘
志

柴　

 

一
政

岡
戸　

雅
生

浜
田　

邦
夫

高
柳　

金
司

中
里　

友
之

栗
田　

幸
次

原
口　

秀
明

福
島　

敬
一

赤
石　

正
明

北
島　

寿
和

自
治
会
名

会
長
名

男 沼

江 南

あ
お
ば

成
沢
南

江
南
み
ど
り

江
南
中
央
南

三
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
第
１

御
正
第
２

御
正
第
３

御
正
南

須
賀
広

野
原

小
江
川

塩板
井

柴
原
谷

千
代

江
南
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー

江
南
中
央

宮
下
希
佐
己

馬
場　

 

昇

𠮷
田　

活
夫

髙
橋　

良
男

新
井　

幸
男

柴
田　

勝
夫

笠
原　

金
壽

市
川　

保
夫

小
島　

章
男

須
永　

常
雄

小
川　

保
雄

橋
本　

敏
男

橋
本　
　

弘

橋
本　

竹
正

𠮷
田　

正
巳

斉
藤　

 

進

今
井　

 

清

飯
嶌　

孝
之

宇
治
川
忠
則

冨
田　

利
夫

山
根　

裕
美

千
脇　

憲
治

自
治
会
名

会
長
名

大 里



　

本
石
二
丁
目
自
治
会
連
合
会
は
、
熊
谷
駅
か
ら
西
に
約

一
k
m
、
東
は
国
道
四
百
七
号（
鎌
倉
陸
橋
）、
西
は
乙
女

町
踏
切
の
通
り
、
北
は
国
道
十
七
号
、
南
は
秩
父
鉄
道
の

線
路
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
お
り
、
中
心
部
に

は
イ
オ
ン
熊
谷
店
が
あ
り
ま
す
。
連
合
会
に
は
二
百
三
十
一

世
帯
が
あ
り
、
五
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
自
治
会
も
他
地
域
と
同
様
に
会
員
の
高
齢
化
、
加

入
世
帯
の
減
少
が
進
み
、
様
々
な
支
障
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
空
き
家
、
空
き
地
が
増
え
て
お
り
、
防
犯
防

災
の
観
点
か
ら
も
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

役
員
間
の
連
絡
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
、
昨
年
、

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
の「
自
治
会
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
事

業
」に
よ
る「
自
治
会
出
張
ス
マ
ホ
講
座
」を
二
回
に
渡
り
開

催
し
ま
し
た
。
私
自
身
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
よ
く
わ
か
ら
ず
手

を
出
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
連
絡

体
制
を
作
ろ
う
と
、
そ
の
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
と
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
を
開
催
し
て
み
る
と
、
参
加

の
役
員
は
ス
マ
ホ
の
メ
ー
ル
機
能
を
連
絡
手
段
と
し
て
あ

ま
り
使
用
し
て
お
ら
ず
、
ス
マ
ホ
の
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
ス
マ
ホ
の
基
本
的
な
操

作
方
法
や
文
字
の
入
力
の
仕
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の「
二
丁
目
自
治
会
」の
グ
ル
ー

プ
を
作
成
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
う
ち
わ
祭
に
向
け
て
の
様
々
な
連
絡
を
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
で
行
い
、
写
真
も
共
有
で
き
た
た

め
、非
常
に
効
果
的
に
活
用
で
き
ま
し
た
。た
だ
、ガ
ラ
ケ
ー

し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
ま
た
講
座
を
受
講
し
て
も
ス

マ
ホ
の
画
面
を
見
て
い
た
だ
け
な
い
方
も
い
る
た
め
、
電
話

や
書
面
で
の
連
絡
が
な
く
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
課
題
で
す
。

　

当
自
治
会
の
一
番
の
イ
ベ
ン
ト
は
う
ち
わ
祭
で
す
。
お

祭
り
に
は
役
員
総
出
で
対
応
し
ま
す
。
お
祭
り
関
係
部

署
の
調
整
と
取
り
ま
と
め
、屋
台
の
ぼ
ん
ぼ
り
の
整
備
、

会
所
の
受
付
け
と
会
計
、
御
仮
屋
の
管
理
運
営
、
屋
台

巡
行
の
随
行
な
ど
、
様
々
な
業
務
を
担
当
し
ま
す
。

　

国
道
十
七
号
を
使
用
し
た
屋
台
の
巡
行
祭
は
祭
り
の

行
事
の
中
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
今

年
も
昨
年
同
様
、
国
道
十
七
号
の
使
用
は
西
は
本
石
二
丁

目
交
差
点
ま
で
と
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、

本
石
区
の
会
所
の
前
を
全
町
の
山
車
屋
台
が
通
り
、
た

い
へ
ん
賑
や
か
で
し
た
の
で
、
当
地
域
に
住
む
者
と
し
て

は
も
の
足
り
な
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
来
年
は
従
来
通
り

の
巡
行
祭
に
戻
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
も
危
惧
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
今
年
も
三
日
間
盛
大
か
つ
無
事
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（5）

◇
本
石
二
丁
目
自
治
会
連
合
会
◇

会
長  

平
岡
　
康
伸

う
ち
わ
祭
に
向
け
て
の
自
治
会
活
動

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
連
絡
体
制

自治会出張スマホ講座



第
4
章
　
書
式
例

　

宮
本
町
自
治
会
は
、
秩
父
鉄
道
上
熊
谷
駅
の
近
辺
に

有
る
鎌
倉
陸
橋
の
西
側
に
居
住
す
る
、
約
百
世
帯
の
会

員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
陸
橋
の
下
に
は
宮
本
町
公
園
が
有
り
、『
校
区
花

い
っ
ぱ
い
事
業
』で
市
役
所
か
ら
い
た
だ
い
た
ベ
ゴ
ニ
ア
を

置
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
自
治
会
も
市
内

の
各
自
治
会
同
様
、
敬
老
会

対
象
世
帯
が
多
く
、
ま
た
空

き
家
も
増
加
し
て
お
り
、
今

後
の
自
治
会
活
動
等
に
つ
い

て
は
大
変
懸
念
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
今
年
度
の
敬
老

会
対
象
者
は
、
五
十
名
を
超

え
ま
し
た
。

　

自
治
会
員
か
ら
の
自
治
会
費
の
集
金
で
す
が
、
特
別

な
事
情
が
な
い
限
り
、
一
年
分
一
括
納
付
と
自
治
会
規
約

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
パ
ー
ト
等
の
居
住
者
か
ら

は
、
自
治
会
費
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

ア
パ
ー
ト
の
居
住
者
が
、
自
治
会
が
管
理
・
運
用
し
て
い

宮
本
町
自
治
会
・
地
区
の
紹
介

自
治
会
が
管
理
・
運
用
し
て
い
る
ご
み
集
積
所

る
ご
み
集
積
所
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
、
自
治
会
長

が
ア
パ
ー
ト
の
管
理
会
社
等
に
、
自
治
会
費
納
付
書
を
送

付
し
、
支
払
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
な
お
、
自
治
会

費
を
い
た
だ
い
て
い
る
ア
パ
ー
ト
の
居
住
者
へ
の
市
報
等
の

回
覧
物
は
、
自
治
会
が
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

宮
本
町
自
治
会
役
員
内
で
の
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て
は

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
難
し
く
、
か
な
り
前
も
っ
て
の
日

程
調
整
が
必
須
で
す
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

プ
リ
を
利
用
し
て
、
情
報
を
共
有
し
て
お
り
ま
す
。
但
し
、

情
報
共
有
は
ス
ム
ー
ズ
で
す
が
、
お
互
い
の
意
見
交
換
に

は
違
和
感
が
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
べ
き
な
の
か

悩
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
各
班
長
と
の
連
絡
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

長
が
回
覧
文
書
を
作
成
し
、
各
班
長
の
自
宅
ポ
ス
ト
に

届
け
て
お
り
、
か
な
り
の
時
間
と
労
力
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
為
今
後
は
了
解
を
得
た
人
か
ら
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
プ
リ
を
利
用
し
た
情
報
共
有
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

自
治
会
内
の
情
報
共
有

（6）

　

今
年
の
熊
谷
う
ち
わ
祭
で
は
、
宮
本
町
が
荒
川
区
の

年
番
町
を
引
き
受
け
、山
車
巡
行
等
の
祭
事
に
お
い
て
は
、

自
治
会
員
の
総
代
長
や
祭
事
担
当
者
な
ど
が
、
う
ち
わ

祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
令
和
二
年
度
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
以
前

実
施
し
て
い
た
、
５
３
０
運
動
や
自
主
防
災
活
動
等
に
つ

い
て
は
、
未
だ
に
計
画
も
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
。
今

後
早
急
に
、
荒
川
区
連
合
自
治
会
や
熊
谷
南
小
学
校
区

連
絡
会
な
ど
と
も
連
携
し
、
活
動
を
再
開
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

会
長  

鎌
塚
　
勉

◇
宮
本
町
自
治
会
◇

コ
ロ
ナ
禍
後
の
自
治
会
活
動



　
会
員
が
自
主
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
し
な
が
ら
日
常

的
に
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
的
に
農
業
地

帯
で
あ
り
、
畑
や
田
ん
ぼ
が
広
が
る
地
域
で
あ
り
、
特
に

田
ん
ぼ
周
辺
に
つ
き
ま
し
て
は
人
の
目
が
行
き
届
か
ず
、

幹
線
農
道
の
周
辺
に
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
カ
ン
、
ビ
ン
、
弁

当
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
等
が
捨
て
ら
れ
放
置
さ
れ
て
い

る
状
況
で
す
。こ
の
活
動
は
、地
域
の
美
化
の
た
め
、ま
た
、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
経
年
劣
化
に
よ
り
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
化
し
た
ゴ
ミ
が
、
田
ん
ぼ
の
土
壌
に
入
り
込
む
こ

と
に
よ
る
土
壌
の
悪
化
、
さ
ら
に
は
、
田
ん
ぼ
か
ら
の
排

水
と
と
も
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、
河
川
に
流
れ
込

み
魚
類
等
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め

に
行
う
活
動
で
す
。
　
　
　

　
ま
だ
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
す
が
、
上
記
の
ゴ
ミ
を
回
収

↓
分
別
↓
ゴ
ミ
出
し
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
美
化
の
促
進
と

資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容
紹
介
②

（7）

　
中
宿
自
治
会
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、区
域
内
に
熊
谷

市
立
秦
小
学
校
が
あ
り
、今
年（
令
和
五
年
）、開
校
百
五

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。地
域
の
他
の
自
治
会
と
秦
公
民
館

と
の
協
働
に
よ
り
、各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
、小
学
校

の
周
年
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、中
宿
自
治
会
内
に

は
、浄
土
宗
大
龍
寺
が
あ
り
、

小
学
校
と
と
も
に
地
区
の
中

心
的
な
存
在
で
す
。

　
中
宿
自
治
会
、上
宿
入
山

自
治
会
、下
宿
自
治
会
の
メ

イ
ン
通
り
で
あ
る
、宿
通
り

は
江
戸
期
に
お
い
て
利
根
川

を
利
用
し
た
水
運
に
よ
り
、市
が
立
つ
ほ
ど
栄
え
た
地
区
で

あ
り
ま
し
た
が
、時
代
と
と
も
に
陸
運
が
主
要
と
な
り
、現

在
は
人
口
の
出
入
り
が
少
な
い
落
ち
着
い
た
地
区
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、群
馬
県
東
毛
地
区
と
熊
谷
市
を
結

ぶ
新
橋
が
、埼
玉
県
、群
馬
県
両
知
事
の
発
言
な
ど
か
ら
、

現
実
の
も
の
と
な
る
可
能
性
が
高
ま
り
、中
宿
自
治
会
に

お
い
て
も
、将
来
的
に
地
域
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
自
治
会
の
紹
介
で
も

書
き
ま
し
た
が
、小
学
校

の
周
辺
自
治
会
で
、通
学

路
の
環
境
整
備
と
し
て
、

特
に
歩
道
ま
で
生
い
茂
っ

た
雑
草
が
通
学
の
さ
ま

た
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、小
学
校
周
辺
の
通
学

路
の
除
草
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、自
治
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
中
、す
こ

し
の
時
間
で
も
会
員
が
集
ま
る
こ
と
を
考
え
、対
策
と
し

て
短
時
間（
三
十
分
程
度
）、室
外
、適
度
の
間
隔
を
取
る
こ

と
で
、『
中
宿
集
い
の
会
』を
催
し
、会
員
相
互
の
和
の
維
持

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
祭
典
で
あ
る
大
杉
大
祭
が
七
月
二
十
三
日（
日
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
神
輿
を
三
年
間

担
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
年
は
一
部
の
区
間
で
は
あ
っ
た

も
の
の
、神
輿
を
担
い
で
練
り
歩
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と

な
り
、自
治
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
自
治
会
内
に
も
長
年
、空
き
家
と
な
っ
て
い
る
家
屋
や

稼
働
し
て
い
な
い
廃
工
場
が
あ
り
ま
す
。自
治
会
と
し
て
独

自
に
調
査
を
実
施
す
る
も
進
捗
し
て
お
ら
ず
、市
役
所
担

当
部
署
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
状
況
で
す
。

活
動
内
容
紹
介
①

中
宿
自
治
会
・
地
区
の
紹
介

◇
中
宿
自
治
会
◇

会
長
　
江
森
　
毅浄土宗大龍寺

通学路の除草後

↑撤去前 ↓撤去後

い
ち

し
ゅ
く
ど
お



令和５年度新任自治会長研修
　令和２年度から中止していた新任自治会長研修を今年度、再開しまし

た。今年度、新たに自治会長に就任した方 を々対象に、２日間に分け開催

しました。研修の内容としては、講師として水津陽子先生をお招きし、講演

会を実施したほか、１グループ１０名程度で、自治会として抱えている問

題や相談を皆さんで共有できる自治会長同士の交流会を実施しました。

（６月２９日（木）江南行政センター、７月１日（土）妻沼中央公民館）

自治会デジタル化支援事業の御案内
　スマホに詳しい専門講師を派遣する「自治会
出張スマホ講座」を令和５年度も引き続き実施
しています。
　派遣にあたっては条件がございますので、詳
しくは事務局にお問い合わせいただくか、自治
連HPを御覧ください。
熊谷市自治会連合会事務局
（熊谷市市民活動推進課内）
電話　０４８－５２４－１１２９（直通）

令
和
5
年
10
月
発
行

く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

発
行

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

　今年度の熊谷市自治会連合会総会につきましては、令和２・３・４年度に引き続き、新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止の観点から、書面で開催としました。
　６月に総会議案を書面で議決し、全ての議案が承認されました。

　令和５年度の総会は書面議決でしたが、表彰対象の会
長・役員のみ御出席いただき、少人数で表彰式を実施し
ました。
（６月２２日（木） 大里生涯学習センターあすねっと）

ひ
ろ
ば

第 

31 

号

（8）

令和５年度熊谷市自治会連合会定期総会

令和５年度熊谷市自治会連合会表彰式

総会議案　・令和４年度事業報告及び決算報告
　　　　　・役員選出（案）
　　　　　・令和５年度事業計画（案）及び予算（案）

総会議案は自治連ホームページでご覧いただけます。
左記QRコードを読み取るか、「熊谷市自治会連合会」で
検索すると、該当ページが見つかります。

https://kumagaya-jichiren.com/

編集後記

　「ひろば」第31号の発行にあたり、御寄稿いただいた各自治会長の皆様に
感謝申し上げます。本石二丁目自治会連合会、宮本町自治会の情報共有に
ＬＩＮＥアプリの利用の取組は先進的ですね。また、中宿自治会の自主ゴミ拾
い、マイクロプラスチックの問題は全ての地域で検討しなければなりません。
　熊谷花火大会は、コロナ禍以前のように盛況に開催されました。今年は
様々な行事が復活します。これを契機に、自治会が変化に対応し、新しい取
組に挑戦できる大きなチャンスになる可能性を感じます。
　先日開催された新任自治会長研修では、各地域の諸問題、良き取組発
表、コーディネーターの先生の講演など、大変参考になりました。
　近年、異常気象により各地での災害が連日ニュースになっています。いざ
という時の備えと日々の健康に御留意ください。各自治会員の皆様の御発
展、御活躍を心より祈念申し上げます。

熊谷市自治会連合会副会長　川田　雄一


